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研究成果の概要（和文）：当初計画していた海外調査は、感染症拡大による多くの制約があったが、時期や期間
の見直し、国内調査へ変更するなどして、満足いく成果を得ることができた。国内外の被災地で保存されている
災害遺構の現地調査を行った結果、災害の記憶を継承する他の様々な媒体や交流・活動と組み合わせ、災害遺構
を「場」にすることこそが、災害の記憶を継承する原動力となることが明らかになった。また伝承施設等での展
示も、情報の一方的な伝達ではなく、そこでの様々な交流を図る企画を組み合わせることで、将来の防災・減災
に繋がることが判明した。防災教育においても、遺構や展示、語り部の講話が有効なものとの知見を得た。

研究成果の概要（英文）：Although there were many restrictions on the originally planned overseas 
research due to the spread of COVID-19, we were able to obtain satisfactory results by revision of 
the timing and duration of the research and changing it to domestic ones. As a result of field 
research in Japan and abroad, it became clear that the driving force for passing on the memory of 
disasters is to make disaster remains "places" by combining them with various other media, 
exchanges, and activities that pass on the memory of disasters. It was also found that exhibitions 
at facilities for the transmission of disaster experience and lessons can lead to disaster 
prevention and mitigation in the future, not through the one-way transmission of information, but 
through the combination of various exchange programs at such facilities. The study also revealed the
 effectiveness of the remains, exhibits, and narratives by storytellers in disaster prevention 
education.

研究分野： 文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内外の被災地における災害遺構の調査から、それらを持続的に活用する方策を探った結果、災害遺構の持続可
能な保存・活用のためには、「媒介者」が果たす役割が大きいこと、また、遺構と災害の記憶を継承する他の
様々な媒体や交流・活動と組み合わせることで、建造物としての存在から「場」にすることこそが、災害の記憶
を継承する原動力となることが判明した。伝承施設等の展示も、情報の一方的な伝達ではなく、様々な交流を図
る企画を組み合わせることで、将来の防災・減災に繋がることが判明した。東日本大震災被災地では、災害遺構
や災害伝承施設がある場合、地域の語り部活動に場を提供している多くのケースは、先導的事例といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
大規模災害が発生する度に、二度とこのような災害にあわないために、災害の経験やそこから

学んだ教訓を、「風化」や「忘却」に抗い、後世に伝えることの必要性や重要性が声高に言われ
てきた。そして、災害を語り継ぐ活動が、直接の経験者だけでなく、その後の世代にも受け継が
れてきた。さらに、そうした活動を支え、記憶の媒体としての遺構や遺物、新たなモニュメント
（記念碑、祈念碑、慰霊碑など）の建立なども各地でおこなわれてきた。災害の語り継ぎや遺構
の保存、モニュメントの建立が社会的に注目される一方で、そのための合意形成、財源確保や経
費負担の調整、維持管理、人材確保など多くの課題が指摘されてきたにもかかわらず、アカデミ
ズムにおいてはそれぞれの活動やプロセスにおける課題の解決に向けての議論が十分になされ
てきたとは言い難い。具体的には、これらの活動の必要性や有効性を認めながらも、被災の苦悩
や悲痛さを喚起するものとして、反対もしくは距離を置く人びとが少なからず存在することに
ついては、そうした人びとへのアプローチの難しさもあって、なかなかその実態や考え方の変化
については不明な部分が大きかった。 
災害の記憶を後世の人びとを含めた災害の未経験者へ伝えるという問題を考える時、先ずは

誰にとっての災害の記憶であり、どのような内容なのを明らかにする必要がある。そして個人の
記憶と複数の人びとが共通に持つ記憶との関係、言い換えれば後者の記憶（集合的記憶）が形成
されていく過程を具体的に捉えることが必要である。記憶の内容は過去の出来事であり、記憶の
研究への社会科学からの貢献は、「過去」は現在という脈絡の中で常に再構築されるものである
ということを明らかにした点である。つまり、人間の記憶とは、コンピュータのハードディスク
内のデータのように、アクセスするたびに同じ内容が引き出せるのではなく、想起される時点時
点で内容に変化が生じやすいという、きわめて状況依存的であることを意味している。さらに集
合的記憶の場合は、合意形成のプロセスの中で対立や妥協なども生じ、社会的に時には政治的に
構築されていく。現在という社会状況に依存する集合的記憶は、歴史の書き換えや「修正」にも
敷衍される問題でもある。すなわち、集合的記憶や「過去」とは、社会の動態に依存した極めて
現代的な社会科学の研究対象であり、そうした社会プロセスとして集合的記憶を捉えることの
重要性が指摘されている。しかしながら、集合的記憶は時間の中で意味が形成されていく活動プ
ロセスとして理解されるべきと言われるにもかかわらず、過去の出来事に関するダイナミック
な集合的記憶の構築プロセスについての詳細な研究は、ほとんど無いに等しい。 
災害被災地では、災害の経験やそこから学んだ教訓を、経験していない他所や後世の人 

びとに伝えようと、被害の痕跡を残す遺構・遺物を保存し、あるいはモニュメントを建立・
設置すること、そして自らの災害体験を語り伝えることが、それぞれに意義あるものとして
奨励されてきた。東日本大震災被災地の場合は、国の復興予算から一自治体あたり 一つの
遺構保存への支援があった。しかし、その後の活動の継続性が、こうした保存や建立、語り
継ぎによって担保されるわけでは決してなく、建造物は老朽化し、語り部は高齢化していく
状況に対して、財政的に、そして人材の育成・確保にいかに対応していくかは、いつか必ず
直面する問題である。言うならば、災害発生以降の出来事の記憶だけでなく、それ以前の個
人の暮らしや地域コミュニティの在り方の記憶も、やはり未来に継承すべきものとして、活
動を長期的に考える必要がある。その基礎データとして、過去に発生した大規模災害被災地
の現状を、詳細かつ正確に把握するための調査が必要であり、当初の期待や計画がどのよう
な経過をたどったかの検証が求められている。 
そうした状況を踏まえて、本研究では、災害の記憶について、将来の防災に向けて極めて重要

と指摘されてきた災害の経験と教訓の継承活動、さらには学校や地域で展開する防災教育との
関係に焦点を当てることでアプローチを試みるものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、将来の防災や減災（防災教育）の観点から、被災地に保存された被災構造物（遺

構）や遺物、新たに建立されたモニュメント（記念碑、祈念碑、慰霊碑など）、そして言葉によ
る語り継ぎに焦点を当てる。自然災害が頻発する日本においては、災害遺構やモニュメントそし
て体験の語り継ぎ活動は、社会的に注目されると同時に多くの課題が指摘されてきた。しかし、
防災・減災という目的達成のための手段・方法としての議論以外は、ほとんど欠落していた。つ
まり防災以外の分野では、極めてまれにしか研究の対象とはならなかった。そこで、被災地の当
事者の記憶とりわけ地域コミュニティにとっての集合的記憶の形成について、遺構やモニュメ
ント、ミュージアムなどでの展示による物的対象化と、口承としての災害体験の語り継ぎを、大
規模災害被災地での現地調査に基づいて明らかとし、同時に防災教育をそうした活動との関係
において新たに捉え直すことを目的とした。 
大規模災害の被災地では、遺構や遺物の保存・公開、モニュメントの建立、被災体験の語り継

ぎなどによって、被災経験を後世に継承していこうとの活動が生まれる。その一方で、こうした
活動は、被災の苦悩や悲痛さを喚起するものとして、反対もしくは距離を置く人びとも存在する。
本研究は、大規模災害の集合的記憶を、物を介して保存・伝承（物象化）したり、言葉により語



り継いでいったり（物語化）する活動をプロセスとして、それぞれの地域社会の動態の中で捉え
る。具体的調査対象としては、①1999 年の 921 大地震（集集大地震）の被災地である台湾中部、
②2004 年のインド洋大津波のスマトラ島被災地、③2008 年の四川大地震の被災地、そして④2011
年の東日本大震災被災地で、それぞれの地域専門家を中心とした調査を実施した。新型コロナウ
ィルスによる世界的な感染拡大により、渡航が出来なかったり制限が課せられたりしたが、代替
となる調査地を選定したり、オンラインでの打ち合わせや情報取得をおこない、各被災地におい
て、災害遺構やモニュメント、語り継ぎ活動が、地域づくりや防災・減災にどのように利活用さ
れているかを比較研究により明らかとした。 
 我々がこの研究で目指すことは、地域の文化環境や社会関係の中で暮らす人びとが、共通の体
験に基づく集合記憶をいかに将来の防災や減災に資するものとして認識し、利活用できるか、ま
たその効果を波及的実践に結びつけるための礎を探ることであった。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、大規模自然災害に見舞われた地域において、その集合的記憶が定型化されていく

プロセスを把握するために、特定の災害遺構やモニュメント、そして関連する物語や歌などの口
頭伝承（口承）活動を調査する。それらが、被災地に暮らす人びとの災害の記憶の想起と忘却に
いかに関わっているのかを、先行研究や行政文書等の文献調査そして現地でのフィールドワー
クによる当事者へのインタビューや観察によって把握した。さらには、そうした遺構やモニュメ
ントそして口承が、災害の記憶の継承からさらに展開し、将来の防災・減災のための教育資源と
して利活用されている実態や可能性についても具体的事例の検証をおこなった。これまでは、災
害の記憶の風化・忘却に抗い、防災や減災に役立つものとして無前提に保存・建立されたり、語
り継ぎ活動が奨励されたりしてきたが、具体的事例の実態を正確に把握・検証したうえで、比較
研究によって事例それぞれの特徴を明らかにし、防災教育教材としての可能性を検討した。 

 

                   現地調査対象 
 
文献調査と現地での参与観察・インタビュー調査によって、研究のためのデータを収集し、必

要に応じて、他の地域のデータと比較して研究を実施した。プロジェクトメンバー間で、それぞ
れの進捗状況と調査の視点や方法について情報を共有するためのオンライン会議を、プロジェ
クト期間中に随時、開催した。 
  
 
４．研究成果 
(1) メンバー個々人が論文や口頭発表によって成果を公開すると共に、本プロジェクトとして、
2020 年 2 月に神戸で開催された「世界災害語り継ぎフォーラム 2020」の中で、分科会「災害遺
構と記憶継承」を開催し、国内外の被災地における災害遺構の事例から災害遺構の持続的な活用
のあり方について探った。その結果、災害遺構の持続可能な保存・活用のためには「媒介者」が
果たす役割が大きいことを明らかにできた。また、国内外の被災地で保存されている災害遺構の
現地調査を行った結果、災害の記憶を継承する他の様々な媒体や交流・活動と組み合わせ、災害
遺構を「場」にすることこそが、災害の記憶を継承する原動力となることを明らかにすることが
できた。伝承施設等の展示も、情報の一方的な伝達ではなく、そこでの様々な交流を図る企画を
組み合わせることで、将来の防災・減災に繋がることが判明した。日本の東北地方太平洋沿岸の
東日本大震災被災地では、災害遺構や災害伝承施設がある場合、地域の語り部活動に場を提供し
ているケースが多いこともわかった。なお、フォーラムの成果は専門雑誌に、複数のメンバーに



よる個別の論考と共に掲載された。 
(2) 新型コロナウィルスによる感染症の世界的拡大に伴って、海外調査の実施には多くの困難
が発生したが、アチェ津波ミュージアム（インドネシア）、太平洋津波ミュージアム（米国ハワ
イ州）、東日本大震災津波伝承館（岩手県陸前高田市）の各館長によるウェビナールを開催し、
それぞれ機関の現状について理解すると共に今後の活動の連携を図った。 
・台湾の集集地震被災地での調査は、2019 年度には 2 度の現地調査を行ったが、新型コロナウ
ィルス感染症の拡大によって継続的な現地調査が困難となったため、日本国内を中心とする事
例調査に切り替えた。2018 年 9 月に発生した北海道胆振東部地震の被災地厚真町は集集地震同
様に大規模な土砂災害による被害を受けたため、将来的な国際比較を念頭に置いた調査を行っ
た。学校においては心のケアとセットの防災教育の取り組みが行われているほか、教員や被害の
軽い地域の児童生徒を対象にした現地学習が実施されるようになるなど、時間の経過と共に防
災教育の取り組みが進展する様子が確認された。 
(3) インド洋津波災害被災地であるスマトラ島のバンダアチェ（インドネシア）の調査も、コロ
ナ禍による渡航制限のために調査のブランクはあるものの、3 名のメンバーが災害発生の 12 月
26 日を挟んだ期間に現地に滞在し、犠牲者の追悼式典の様子、津波災害に関わる施設や場所を
訪れる観光の実態、災害記憶の継承範囲が直接被災地から間接被災地にまで年々拡大しており、
追悼式典の開催地もそれに沿って移ってきていることを把握した。また、津波についてはその科
学的な発生メカニズムや防災対策を理解しつつ、イスラム教の教義に則って、津波は神の介入に
より生じたとも考えられ、人智を超えた神の計画の中に位置づけられるものの、人々はその災害
をアチェの歴史の中に位置付け、意味を見出していたことを明らかとした。 
(4) 2011 年の東日本大震災の被災地の一つで、多くの子どもたちが犠牲となった大川小学校の
ケースについては、複数の集合的記憶とそれに基づく複数のナラティヴが形成されている実態
を把握した。訪問者たちはそうした状況に疑問を抱き、そのことが訪問者相互や現地の語り部た
ちとの対話に結びついていることが明らかとなった。情報を持つ者から持たざる者へ、ある日は
体験者から非体験者へという一方向的なコミュニケーションではなく、相互的な、時には相補的
なコミュニケ―ションを成立させ、新たな学びの場を形成していることを把握した。 
(5) 海外調査は、感染症の世界的な拡大によって、渡航制限などのため当初計画の遂行には困難
が生じてしまったが、より長い時間経過の中での災害経験や教訓の伝承状況を把握するために、
日本国内で発生した歴史災害被災地の状況を調査した。1703 年の元禄地震津波被災地である千
葉県房総半島太平洋岸と、1925 年の兵庫県北部を襲った北但馬地震の被災地にて、祈念（記念）
碑や追悼行事に関する現地調査と資料調査を実施し、学術誌掲載の論文や口頭発表、データベー
ス上のデータとして公開した。 
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